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芸能祭オープニング！

芸能祭のトップをかざり、JA十日町女性部中里

支部の皆さんが日本全国村おこし音頭の踊りを

ステージ上、そして観客の周りで披露しました。

　　　　　　　　ぎ　　　　　　　難　簸魏羅難灘難聡

・平成葡年度中里村
財敗状湿（よ拳顛）公表…②～③

●話題出来事なかさとウォッチング………④～⑧

●お知らせ……………………………・……・・…⑨～⑩
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墓づく平成㈹年度上半期の財政状況を紹介じ

ます。

　今回は、平成10年4月から9月までの予算

運営がどのような状況に総鍛葱いるかを図表

5ワ102797千円
　　　《歳　出》

平成10年度歳入歳出予算額

　　《歳　入》

◎予算現額　■収入済額（支出済額）

◎公債費1，055，195千円

灘灘霧
◎民生費1，019，006千円

　嚢雛難

◎総務課684，378千円

欝灘難　鑛灘繊

◎土木費620，704千円

灘灘　懸霧糠

◎農　◎農林水産業費549，369千円

■82，102千円
　　（14．9％）

◎教育費
　361，495千円

420，979千円◎衛生費

　灘難犠

■142，157千円
　　　　　（39．3％）

◎商工費110，881千円

■50，216千円（45．3％）

■118・708千円　　その他◎280，790千円
　　　（42．3％）
　　　　　　　憾鴇婆：攣釜養：議妻1塁費

◎地方交付税2，114，710千円

鐵，織饗，鐵籔灘

灘難雛
◎繰入金760，150千円

■0千円

　（0％）

◎村税668，932千円

灘灘霧，雛霧i鑛灘

　　鍵難籔
◎村債639，100千円

■0千円

　（0％）

■24，233千円
　　（9．8％）

■22，062千円
　　（14．8％）

◎県支出金
　247，038千円

◎国庫支出金
　148，776千円

　94，318千円

◎諸収入

◎その他

◎使用料及び手数料 ■45，477千円
　　（5．1％）

■2，056千円
　　（2．5％）

83，762千円

346，021千円

叢雛，麩欝鑛灘

　　嚢灘購霧

｛
　・繰越金・地方譲与税・地方消費税交付金・財産収入・利子割交付金

　・分担金及び負担金・自動車取得税交付金・交通安全対策特別交付金

　・特別地方消費税市町村交付金・寄付金
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成
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0
年
度
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一
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計
の
当
初
予
算
は
、
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億
4
干
9
百
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円
で
し
た
。
こ
の
額
に
9
年

度
の
繰
越
明
許
額
4
干
4
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と
6
月
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の
定
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に
お
い
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が
増
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さ
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、
ま
た
9
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定
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議
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お
い
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、
2
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2
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6
6
万
1
干
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増
額
補
正
さ

れ
、
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
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引
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2
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9
万
7
干
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
（
表
1
）
で
は
、
地
方
交
付
税
が
収
入

額
1
5
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2
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2
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万
4
干
円
、
収
入
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合
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．
0
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と
額
、
率
と
も
に
『
番
多
く
不
足
財

源
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早
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補
つ
て
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。
ま
た
、
皆
さ
ん
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￥
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万
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の
収
入
済
額
と
な
り
予
算
に
対
し
て
図
・
4
％

と
順
調
に
収
納
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
収
入
率
の
低
い
国
県
支
出
金
に
つ
い
て

は
、
事
業
完
了
に
伴
い
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
全
体
で
は
、
予
算
総
額
の
4
2
・
5
％
、
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百
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8
万
り
干
円
が
入
っ
て
き
た
こ

と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
（
表
1
）
で
は
、
各
費
目
が
ほ
ぼ
平
均

的
に
執
行
さ
れ
、
予
算
総
額
の
3
8
・
5
％
に
あ

た
る
伯
億
6
干
6
百
7
万
4
干
円
が
支
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
税
の
収
入
済
額
（
表
2
）
、
村
債
（
表

3
）
、
村
有
財
産
（
表
4
）
、
並
び
に
各
特
別
会

計
（
表
5
〉
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
も
合
わ
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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（表5）各会計予算額と執行割合

纏灘鷺叢懸雛灘欝

予　　算　　額 565，145千円

収入済額（割合） 276，704千円、（49．0％）

支出済額（割合） 244，596千円（43．3％）

鑛難鍵灘懸灘灘

予　　算　　額 131，900千円

収入済額（割合） 70，397千円（53．4％）

支出済額（割合） 30，698千円（23．3％）

嚢鐵懸灘繊鰯i螢i難馨

予　　算　　額 46，305千円

収入済額（割合） 24，337千円（52．6％）

支出済額（割合） 21，103千円（45．6％）

獲羅馨纏縷灘難馨

予　　算　　額 892，409千円

収入済額（割合） 362，796千円（40．7％）

支出済額（割合） 324，781千円（36．4％）

鐵擁懸灘畿雛
予　　算　　額 324，978千円

収入済額（割合） 47，048千円（14．5％）

支出済額（割合） 96，970千円（29．8％）

織霧灘 灘繋難羨

予　　算　　額 903，600千円

収入済額（割合） 70，220千円（7．8％）

支出済額（割合） 207，354千円（22．9％）

広報なかさと　　　平成10年11月10日

（表2）村税の収入済額と執行率

科　　目 予算現額 収入済額 執行率

村　民　税 178，101千円 47，687千円 26．8％

固定資産税 439，530千円 281，041千円 63．9％

軽自動車税 130，001千円 13，123千円 100．9％

たばこ税 23，300千円 15，284千円 65．6％

入　湯　税 15，000千円 6，741千円 44．9％

合　　計 668，932千円 363，876千円 54．4％

（表3）村債借入先別現在高

借　　入　　先 金　　額 構成比

政府資金

資金運用部 2，518，934千円 40．3％

年金資金 1，845千円 0．0％

簡易保険局 1，531，605千円 24．5％

公営企業金融公庫 129，100千円 2．1％

銀　　　行
第　四　銀行 1，091，500千円 17．5％

新潟中央銀行 772，480千円 12．4％

共　済　等
市町村振興協会 34，340千円 0．5％

市町村共済組合 50，000千円 0．8％

新潟県地域づくり資金 117，656千円 1．9％

合　　　　計 6，247，460千円 100．0％

（表4）村有財産

土　　　　　地 1，162，579㎡

建　　　　物 45，271㎡

村行造林 1，634，000㎡

有価証券 441，750千円

’鐡資磁よる権翻 15，717千円

・墓　　　　　金 1，944，511千円
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1
0
月
1
8
日
㈲
、
「
中
里
村
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
．
9
8
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
総
合
セ
ン
タ
ー
で
式
典
の
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
ユ

ー
モ
ー
ル
で
は
、
健
康
管
理
、
介
護
福
祉
実
践
体
験
、
介
護
用

品
展
示
、
園
芸
療
法
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々
な
催
し
物
が
、

そ
し
て
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
無
料
開
放
す
る
な
ど
健
康
、

福
祉
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
が
一
日
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
の
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

☆むし歯のな：い子表彰

3歳児（25名）

村山亮太（東田沢）樋口勝哉（干溝）

高橋芽以（倉俣）高野のぞみ（倉俣）

瀧澤元気（重地）吉楽涼子（山崎）
小柳　大（如来寺）山本　悠（上山）

高野久美（上山）山本菜子（山崎）
井之川竜也（山崎）小巻澤つかさ（通り山）

樋口明子（朴木沢）竹藤友輝（芋川）

鈴木涼平（倉俣）大島千佳（新里）

滝沢仁美（重地）鈴木麻美（重地）
大島翔太（芋川新田）樋口大悟（朴木沢）

桑原苑香（東田尻）桑原雄我（角間）
瀧澤佑里菜（田代）南雲玲美香（堀之内）

高野絹代（田中）

富井嵩晃（荒　屋）

高野賀匡（倉　俣）

阿部美津紀（新屋敷）

羽鳥寿々花（本屋敷）

山田三恵（宮　中）
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☆国保長期健康者表彰（1名）

　　　山　田　ア　サ（山　崎）3年間以上
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．
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、
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ボ
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わ
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ソ
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毎
年
す
ば
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ

れ
る
村
民
芸
術
祭
が
n
月
1
日
か
ら

3
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
会
場
狭

し
と
様
々
な
作
品
が
展
示
さ
れ
る
と

と
も
に
陶
芸
づ
く
り
の
体
験
や
チ
ャ

リ
テ
ィ
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
3
日
に
は
日
頃
の
練
習
成
果

を
発
表
す
る
村
民
芸
能
祭
が
ユ
ー
モ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
場
は
大
勢
の

観
客
の
方
が
訪
れ
、
2
9
の
団
体
・
個

人
の
発
表
し
た
4
3
曲
の
歌
や
踊
り
に

酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。
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部
　
健
人
（
新
屋
敷
）

3
位
滝
沢
　
大
　
（
田
　
中
）

・
小
学
2
年
生
（
2
㎞
）
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　　　　　　　　　　　　　熱◎
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　　　　　　　　　ピ　　　　　　　獲　　　　縣

　
1
0
月
2
7
日
㈹
、
貝
野
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
第
1
3
回
中
里
村

小
学
校
音
楽
発
表
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
郡
市
教
育
振
興
会
副
会
長
の
村

山
信
一
校
長
（
田
沢
小
学
校
）
は

「
中
里
村
の
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
特

色
あ
る
音
楽
を
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
ま
た
伝
統
と
な
り
ま
す
。

お
互
い
の
音
楽
の
学
習
成
果
を
発

表
し
、
ま
た
、
音
楽
を
学
ん
で
く

だ
さ
い
。
」
と
開
会
の
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
そ
の
後
、
参
加
児
童
全
員

に
よ
り
「
歌
え
バ
ン
バ
ン
」
を
合

唱
し
、
各
学
校
の
発
表
に
入
り
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
児
童
た
ち
の

す
ば
ら
し
い
歌
声
や
演
奏
を
聞
こ

う
と
保
護
者
の
方
た
ち
も
多
く
訪

れ
て
い
ま
し
た
。

　
各
学
校
と
も
2
曲
づ
つ
を
発
表

し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
各
学
校

の
特
色
あ
る
音
楽
（
樽
ば
や
し
・

リ
コ
ー
ダ
ー
・
詩
吟
・
オ
カ
リ
ナ

な
ど
）
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
道
山
小
学
校
は
1
1
月

3
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ

れ
る
詩
吟
神
風
流
「
全
国
詩
吟
大

会
」
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
発
表
会
が
全
国
大
会

出
場
前
の
披
露
す
る
場
と
な
り
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

『
F
～
、
乏
、

㎜

　　　音鮫宗
▲高道山小学校

く1貝野小学校

▼倉俣小学校

講－

ー

ン’『ヂ’1－1膝”’　＝『』『”’＾『－

i　i　l

i　i　i塀

　▲清津峡小学校

▼田沢小学校

一＿＿＿＿＿一＿．一＿＿一＿一＿＿ロー一5＿＿一一＿凹一一＿一一一一一一一一一一一一一6騙一一目一一聞一一一一一一一〇一噂一一一臼一一一一一騨一一一噂聞一騨繭一一－聞一騨一聞騙一ロ”一旧一一一一’鱒一一一一胴一騨

1
位
　
南
雲
　
洗
太

2
位
　
鈴
木
　
大
貴

3
位
　
瀧
澤
　
光

・
小
学
3
年
生
（
3
㎞
）

1
位
　
樋
口
　
葉
太

2
位
　
吉
楽
淳
史

3
位
　
樋
口
　
達
也

・
小
学
4
年
生
（
3
㎞
）

1
位
　
中
島
有
基

2
位
　
樋
口
　
雄
仁

3
位
　
根
津
　
俊
一

・
小
学
5
年
生
（
4
㎞
）

1
位
　
鷹
巣
　
哲

2
位
　
斎
喜
　
哲
也

3
位
　
鈴
木
　
直
人

・
小
学
6
年
生
（
4
㎞
）

1
位
　
吉
楽
和
也

2
位
　
樋
口
　
大
棋

3
位
　
鈴
木
　
望

・
中
学
生
（
5
㎞
）

1
位
　
樋
口
　
二
生

2
位
　
瀧
澤
　
翔
太

3
位
　
上
村
俊
介

・
一
　
般
（
3
㎞
）

1
位
　
服
部
秀
樹

　
2
位
　
瀧
澤
　
智

3
位
　
村
山
　
勝
利

・
一
　
般
（
5
㎞
）

　
1
位
　
大
島
　
活
行

翔
禦
．

　　　　　パパ　　　ノヘハハ　　　　ノヘ　　　　ノヘハ　　　　　パハ　　　　　ノヘ　　　ハ　パ
芋　田重十　小重干　重通宮　重倉本　芋通堀　朴田通　重重堀
　　　　日　　　り　　屋　り之木り　 之

返　返聖聖　坦聖灘　些邑由　聖爆塾　週虫さ　返返さ　聾些肉
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1
0
月
2
9
日
「
中
里
三
四
会
」
（
会
長

阿
部
芳
男
　
会
員
2
3
名
）
か
ら
中
里

村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
金
1
5
万

円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
中
里
三
四
会
主
催
に
よ

る
「
一
本
の
手
」
上
映
会
が
1
0
月
2
4

日
㈹
ユ
ー
モ
ー
ル
を
会
場
に
昼
、
夜

の
2
回
行
わ
れ
、
約
1
、
0
0
0
人

の
方
が
観
覧
に
見
え
ら
ま
し
た
が
そ

の
収
益
金
を
寄
付
し
た
も
の
で
す
。

阿
部
芳
男
会
長
は
「
村
の
社
会
福
祉

協
議
会
よ
り
後
援
い
た
だ
き
実
施
し

た
も
の
で
、
計
画
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
観
覧
い
た
だ
い
た
収
益
金
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
地
域
福
祉
に
役
立

て
て
も
ら
い
た
い
と
寄
付
し
た
も
の

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
寄
付
金
の
ほ
か
に
も
村
社

協
、
特
養
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
ィ
ラ
清

津
、
民
生
課
、
公
民
館
に
本
を
1
冊

づ
つ
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

ケ

　
最
近
、
室
内
や
ベ
ラ
ン

ダ
の
手
す
り
を
利
用
し
て

空
中
の
花
畑
を
造
り
、
美

し
い
花
を
育
て
咲
か
せ
る

こ
と
が
流
行
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
造
り
が
1
1

月
1
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

脇
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
約
4
0
人
が
各
班

に
分
か
れ
、
用
意
さ
れ
た

バ
ス
ケ
ッ
ト
に
花
の
植
え

込
み
を
手
際
よ
く
行
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
造
っ
た

バ
ス
ケ
ッ
ト
は
約
1
か
月

後
に
す
ば
ら
し
い
作
品
と

な
る
そ
う
で
す
。

　
1
0
月
1
2
日
、
応
接
室
に
お
い
て
日

本
生
命
津
南
支
所
長
　
野
澤
靖
弘
さ

ん
よ
り
村
長
に
車
イ
ス
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
車
イ
ス
は
、
津
南
町
商
工
会

主
催
に
よ
る
彼
岸
市
に
日
本
生
命
津

南
支
所
が
参
加
し
、
不
用
品
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
行
っ
た
収
益
金

で
形
に
残
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら

車
イ
ス
が
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

村
は
こ
の
車
イ
ス
を
貸
出
し
用
と
し

て
有
効
に
活
用
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
野
澤
靖
弘
支
所
長
は
「
福
祉
へ
の

援
助
は
、
初
め
て
行
う
も
の
で
今
後

も
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

”一一一一一旧一騙一燗一一顧一一一一一6一一－一働一一一一一一一一一一囎一一一一－一一一一一一一鱒一一一－一一一一一一騨騨一囎一聞一鱒鱒－一一一一一剛一一一願一一聞囎騨騨鱒一一一旧騨一一一旧陶一一騨騨一一一一一

◆
女
子
の
部

・
小
学
1
年
生
（
2
㎞
）

　
1
位
　
大
島
　
佑
佳

　2

位
　
渡
辺
　
陽
菜

　3

位
　
高
橋
　
杏
奈

・
小
学
2
年
生
（
2
㎞
）

1
位
　
中
島
　
由
貴

2
位
　
南
雲
　
千
里

3
位
　
庭
野
　
彩
香

・
小
学
3
年
生
（
2
㎞
）

　1

位
　
桐
生
　
聡
美

2
位
　
村
山
　
絵
里

　
3
位
　
高
野
真
奈
美

・
小
学
4
年
生
（
2
㎞
）

1
位
　
鈴
木
千
絵
美

　
2
位
　
富
井
　
奈
史

3
位
　
鈴
木
　
翔
子

・
小
学
5
年
生
（
3
㎞
）

　
1
位
　
古
高
　
慶
子

　
2
位
　
大
口
恵
美
子

3
位
　
樋
口
　
絵
里

・
小
学
6
年
生
（
3
㎞
）

1
位
　
島
田
　
智
代

2
位
　
大
島
明
日
香

　
3
位
　
竹
藤
し
ず
か
、

・
中
学
生
（
3
㎞
）

1
位
　
斎
喜
真
紗
美

2
位
　
桑
原
瀬
里
名

3
位
　
鈴
木
　
彩
加

・
一
　
般
（
2
㎞
）

1
位
　
林
実
和
子

2
位
　
中
島
百
合
枝

3
位
　
広
田
　
文
伊

《
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
1
位

　
2
位

　
3
位

　
4
位

個
人
賞

　　　　　
上高東
　道田
山山尻
）　 ）　）

（
堀
之
内
）

（
通
り
山
）

（
宮
　
中
）

　　 ハ　　
如干宮
来

寺溝中
）　 ）　）

　　 　　　
角如重
　来
間寺地
）　 ）　）

（
朴
木
沢
新
田
）

（
重
　
地
）

（
朴
木
沢
）

（
倉

（
芋

（
芋

川沢俣
）　）　）

パ　 パ　　荒倉倉

屋俣俣
）　 ）　）

（
山
　
崎
）

（
堀
之
内
）

（
田
　
中
）

　
　
大
村
建
設
杯
野
球
大
会
》

　
1
0
・
1
1
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

貝
野
イ
ー
グ
ル
ス

高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
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1
0
月
2
0
日
、
十
日
町
地
域
信
濃
川

ク
リ
ー
ン
作
戦
が
建
設
業
協
会
や
行

政
な
ど
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
村
関
係
者
は
、
宮
中
の
取
水
ダ
ム

か
ら
堀
之
内
ま
で
の
信
濃
川
沿
い
の

空
き
缶
や
空
き
ビ
ン
な
ど
様
々
な
ゴ

ミ
を
回
収
し
、
袋
に
入
れ
て
い
ま
し

た
が
、
長
雨
に
よ
る
増
水
の
関
係
で

流
さ
れ
て
き
た
ゴ
ミ
も
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
ゴ
ミ
の
多
さ
に
参
加

者
も
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

　
近
所
の
家
に
「
珍
し
い
も
の
が
あ
る
よ
」
と
2
本
の
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
両
方
と
も
ミ
ョ
ウ
ガ
に
赤
い
花
ら
し
き
も
の

が
咲
き
、
そ
の
中
間
地
点
に
白
い
種
の
よ
う
な
も
の
が
つ
い
て
い

る
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
珍
し
い
ミ
ョ
ウ
ガ
は
堀
之
内
の
南
雲
友
秀
さ
ん
の
畑
と
、

も
う
一
つ
は
干
溝
の
川
田
三
郎
さ
ん
の
阿
寺
の
畑
に
出
て
い
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
す
。

　
電
話
を
く
れ
た
南
雲
さ
ん
の

近
所
の
南
雲
ト
キ
さ
ん
と
干
溝

の
江
口
悦
子
さ
ん
、
そ
し
て
川

田
キ
ク
イ
さ
ん
も
「
生
ま
れ
て

初
め
て
こ
ん
な
ミ
ョ
ウ
ガ
を
見

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
川
田
さ
ん
宅
の
近
所
の
人

た
ち
は
「
こ
の
ミ
ョ
ウ
ガ
、
犬

か
キ
ツ
ネ
に
み
え
な
い
？
」
と

話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
に
入
っ
て
既
に
村

内
で
交
通
死
亡
事
故
が
4

月
、
8
月
、
1
0
月
と
3
件

発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
緊
急
事
態
に
村

は
、
職
員
の
交
通
安
全
へ

の
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
村
民
へ
の
周
知
を

行
お
う
と
3
～
4
人
の
編

成
で
朝
と
夜
、
交
通
指
導

車
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。

、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
悲
惨
な
交

通
事
故
、
人
ご
と
と
思
わ

ず
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
騨
罠
健
康
ウ
ォ

　
ー
0
月
2
5
日
㈲
「
第
1
4
回
村
民
健
康
　
　
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
兼
第
2
回
ミ
オ
ン
ウ
ォ
ー

ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
約
3
0
人
は
、
ミ
オ
ン
な
か

さ
と
を
ス
タ
ー
ト
し
、
小
原
、
干
溝

清
津
大
橋
へ
と
進
み
、
駒
返
り
か
ら

鹿
渡
、
国
道
3
5
3
号
線
を
経
由
し

て
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
に
戻
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
で

は
ク
イ
ズ
を
行
い
、
楽
し
い
一
日
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
た
方
は
、

郵
便
局
よ
り
の
参
加
賞
を
い
た
だ
き

　　　　　　　忽・、’、ε，灘．騨　鼓麗　轟『『！
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・
最
優
秀
賞

樋
口
　
達
也
（
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
）

・
優
秀
賞

高
橋
　
和
仁
（
倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

中
島
　
秀
文
（
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス
）

樋
口
　
達
也
（
高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

《
高
木
杯
テ
ニ
ス
大
会
》

　
　
　
1
0
・
1
8
清
田
山
自
然
運
動
公
園

◆
シ
ン
グ
ル
ス
男
子
の
部

　
1
位
　
樋
口
　
賢
治
（
干
　
溝
）

　
2
位
　
井
上
　
公
則
（
山
　
崎
）

　
3
位
　
山
本
　
健
吉
（
通
り
山
）

◆
シ
ン
グ
ル
ス
女
子
の
部

　
1
位
　
高
木
　
成
子
（
田
　
中
）

　
2
位
　
春
日
　
裕
子
（
十
日
町
）

　
3
位
　
上
村
由
香
里
（
十
日
町
）

《
第
3
回
き
よ
つ
カ
ッ
プ

　
　
　
郡
市
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

　
　
　
　
　
1
0
・
2
5
中
里
村
民
体
育
館

　
1
位
　
十
日
町
ク
ラ
ブ

　
2
位
　
苗
場
ク
ラ
ブ

　
3
位
　
ド
リ
ー
ム
中
里

　
4
位
　
貝
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　
5
位
　
川
西
マ
マ

　
6
位
　
チ
ー
ム
三
箇

《
中
里
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

　
　
　
　
1
1
・
1
中
里
中
学
校
体
育
館

・
男
子

　
1
位
　
N
B
C

　
2
位
　
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

　
3
位
ダ
ー
ク

・
女
子

　
1
位
　
3
年
2
組
＋
1
名

　
2
位
　
一
級

　
3
位
　
ナ
ン
チ
ュ
ー
ノ

・
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

　
男
子
井
ノ
川
誠
（
N
B
C
）

　
女
子
　
山
田
　
詩
織
（
一
　
級
）

・
最
優
秀
選
手
賞

　
男
子
　
富
井
　
靖
彦
（
N
B
C
）

　
女
子
樋
口
　
恵
美
（
3
年
2
組
＋
－
名
）
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璽鍮黙壌灘負iなが獣欝撚欝閉情報≡

薦函鐵懸懸難羅灘崇難鞭蒙鍵≡

圃翻灘　　≡　　欝後霧縫醗i驚後灘騰纏醗　　』≡

霧，撃聾輔認言韮
曇一雛　議鱒獄矯藁叢奮う欝齢蕎饗　　莚

　　　　　　　　ノ雛墨II≡
講演会　・　　　　　　　　≡
・演　題「高齢社会の家族の　　　　　　…

　　　　　役割・地域の役割』　≡
・講　師　呆け老人をかかえる家族の会…

　　　新潟県支部代表　今井康子様≡

　撚灘騰羅撚灘饗箋緩一

羅瞬麟灘麗織
　　雛幾i錘雛畿綴i囎欝後難騰

灘箋藁襯醗粒総馨驚難鰯再一一

磁『
緩一繋　外圏の整活習慣から学麟う

　　　露嫁婚蕪整i欝で・宗教e難G”

　　・講演

　毎年「役場臨時職員任用登録」の受付を行っているところですが、今回

≡は特別に下記の職種について申込を受付ます。

講齢　関東管区警察局国際犯罪…

　　捜査通訳．　須田麗子様≡

職種及び募集人数

・学校用務員1名
・認可保育所用務員　1名

・学校給食調理員2名
・認可保育所給食調理員　1名

・役場宿直者1名

条件と勤務内容
普通乗用車免許保持者。

年齢35歳～55歳位まで

6，000～6，300円／日程度

普通乗用車免許保持者。

年齢30歳～55歳位まで

調理師資格又は経験後資格取得見込者

6，000～6，500円／日程度

年齢35歳～60歳位まで

午後5時30分～翌日午前8時30分まで

1．勤務内容や賃金については申込者に説明します。

2．勤務開始は平成11年4月1日から、勤務先については移動もあり

　ます。

3．申込方法：役場総務課指定の申込用紙（総務課に用意してありま

　　　　す）に記入の上、提出して下さい。

　申込締切：12月15日（火》

　問い合わせ先：中里村役場総務課人事係　奮63－3111（内線210）

　　　　　　　　　　　≡※毎年行っている「臨時職員任用登録受付」については、12月25日発行の

　　　　　　　　　　　≡　広報で案内いたします。

ロロロドドロロロロロコロロロロロコロロロドコロロロロロじしロコロロロコロロロコロロロドドコロロロココロロロドドコロロドしロロロドドロロコロドしロロロロロロラロロロドドしロロロロドドドロロロコロロドロロロコロド　

　　・グループワーク

　　・発表
　　・講師助言、質疑

こんなとき 届け出に必要なもの

国
保
に
は
い
る
と
き

他の市区町村から転入してきたとき
印かん、他の市区町村の転出証

明

職場の健康保険をやめたとき
印かん、職場の健康保険をやめ

た証明書

職場の健康保険の被扶養者でなくな

ったとき

印かん、被扶養者でない理由の

証明書

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、田子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

外国人がはいるとき 外国人登録証明書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市区町村に転出するとき 印かん、保険証

職場の健康保険にはいったとき
印かん、国保と職場の健康保険

の両万の保険証（後者が未交付

のときは加入したことを証明す
るもの）

職場の健康保険の被扶養者になった

とき

国保の被保険者が死亡したとき
印かん、保険証、死亡を証明す

るもの

生活保護を受けるようになったとき
印かん、保険証、保護開始決定

通知書

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

そ
の
他

退職者医療制度の対象となったき 印かん、保険証、年金証書

同じ市区町村内で住所が変わったと
き

世帯主や氏名が変わったとき

世帯主が分かれたり、いっしょにな

ったとき

出かせぎや長期旅行に行くとき

修学のため、別に住所を定めるとき 印かん、保険証、在学証明書

保険証をなくしたとき（あるいは汚
れて使えなくなったとき）

印かん、身分を証明するもの
（使えなくなった保険証など）

　
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
は
病
気
や
ケ
が
に
そ
な
え
て
、
加
入
者
が
日
頃
か
ら
収
入
等
に
応
じ

て
保
険
税
を
出
し
ム
ロ
い
￥
そ
こ
か
ら
医
療
費
を
支
出
し
よ
う
と
い
う
助
け
ム
ロ
い
の
制
度
で
す
。

◎
国
保
に
加
入
す
る
人

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
そ

の
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
み
ん
な
国
保
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）
に
な
り
ま
す
。

◎
保
険
証

　
保
険
証
は
国
保
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
証
明
書
で
あ
り
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
受
診

券
で
す
。
大
切
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
ん
な
と
き
は
14
日
以
内
に
届
け
出
を

　
国
保
に
加
入
、
脱
退
さ
れ
る
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
り
、
職
場
を
退
職
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
届
け
出
を
し
ま
し

よ
う
。

9 広報なかさと　　　平成10年11月10日



囎里灘錫欝繧題館麟新贋嚢繋名灘募集黎

　平成11年4月、株式会社なかさとが管理運営を受託す

るにあたって中里村ふるさと館の新しい名称を次のとお

り募集します。

《名称をお考えいただく施設の概要》

　四季折々、豊かな表情を見せてくれる清津川のほとり

に、中里村ふるさと館が、来年4月から地域情報発信の

場として又出会い、夢、コミニティの場として大きく生

まれ変わることになりました。

　「胸ときめかす出会いと自由の空間」という大きなテ

ーマを掲げて再スタートするこの施設に新しい呼び名を

あなたのセンスでつけてあげてください。

　　　☆人との出会い　☆食との出会い　☆物との出会い

◆応募の方法

☆情報との出会い

　　所定の専用用紙か、官製ハガキ、私製ハガキでご応募ください。

　※官製ハガキまたは私製ハガキをご使用の場合は、次の項目をご記入の上ご応募ください。お一人何案でもご応

　　募できますが、選考の都合上、応募ハガキ1枚につき1案でお願いします。

【記入項目】　名称案、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、施設名称理由（名称の意味等についてご記入く

　　　　　　ださい）

【応募資格】　どなたでも応募できます。

【応募締切】　平成10年12月10日㈱必着

【応募専用用紙、応募箱設置場所】

　　　　　　①ミオンなかさと、ゆくら妻有（期間限定）　②ユーモール

　　　　　　③Aコープ十日町店　　④Aコープ津南店
　　　　　　　ハガキでの応募の場合には、「ふるさと館開業準備室　名称募集係」まで

【賞　　品】　①応募者全員に中里村ふるさと館のオリジナルしおりをプレゼント

　　　　　　②優秀賞　賞状及び副賞（中里村ふるさと館のお食事券と3万円の商品券）

　　　　　　　　　※選定された名称案が複数の方から応募されていた場合は抽選で1名を選出し上記賞品を。

　　　　　　　　　　なお、抽選の結果選外となった方には、抽選で3名様までお食事券をプレゼント。

　　　　　　③応募者全員より抽選5名様に中里村ふるさと館宴会コース8名様用プレゼント。

・……………一・……一……一・《みるさと館アンケートにこ協力を1》・…………一・・一……………・…

　来年4月のオープンまで残すところ5か月あまりとなりました。事前宣伝とリニューアルオープンの意味合いも

含めて、この施設に対するアンケートを行っていますので、ご協力をお願いします。

　◆期間10月中旬より約2か月間
　◆アンケートの設置場所は、ふるさと館名称募集の【応募専用用紙、応募箱設置場所】と同じです。

◎「ふるさと館」名称募集、アンケートに関する問い合わせ及ぴ応募先

　　〒949－8411新潟県中魚沼郡中里村大字田沢庚349－1（田中）

　　　　　　　株式会社なかさと内　中里村ふるさと館開業準備室係まで

　　　　　　　智0257－63－4822　　FAXO257－63－4828
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小
さ
い
頃
は
よ

を
や
り
ま
し
た
し

釜
川
で
川
遊
び

釜
川
の
奥
の
方

に
入
り
、
イ
ワ
ナ
釣
り
に
も
出
か
け

ま
し
た
。
終
戦
後
あ
た
り
ま
で
は
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
の
対
岸
に
は
所

平
の
田
が
あ
り
ま
し
た
し
、
小
山
の

耕
地
が
あ
り
、
そ
の
頃
、
田
代
の
青

年
団
も
小
豆
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
所
小
学
校
に
通
っ
て
い

た
と
き
に
大
水
が
出
て
橋
が
渡
れ
ず

田
所
に
泊
ま
っ
た
思
い
で
も
あ
り
ま

す
。　
川
そ
の
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ

た
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
堰

堤
な
ど
が
で
き
た
り
、
昔
、
田
を
し

て
た
所
も
荒
れ
地
に
な
っ
た
り
し
て

い
ま
す
の
で
川
の
周
り
の
景
観
が
ず

い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
子
供
た
ち
が
川
遊
び
を
し
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
夏
に

は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
に
き
て
川

遊
び
を
し
て
い
る
子
供
た
ち
を
見
る

と
昔
を
思
い
出
し
ま
す
。

…　◎事前届出制から事後届出制へ移行

≡　　大規模な土地について、売買などの取引をした場合には、

≡　契約締結後2週間以内に、買主が土地の利用目的及び取引価

≡　格などを届け出なければなりません。

…　◎注視区域制度の創設

≡　　地価が相当程度上昇している地域について、知事等が注視

…　区域を定めることがあります。この区域内で土地取引を行お

≡　うとする際には、契約締結前に届出を行う必要があります。

…　【事後届出制について】

…ポイント

≡　・規制区域、監視区域及び注視区域が指定されていない地域

≡　　においては契約の締結後に届出をしてください。

≡　・一定面積以上の土地について売買などの取引を行った場合

…　　に届出が必要です。

≡　一定面積イ、市街化区域　2，000㎡

≡　　　　　ロ、イを除く都市計画区域　5，000㎡

≡　　　　　ハ、都市計画区域以外の区域　10，000㎡

≡　・事後届出制における届出者は土地の取得者（買主）で2週

≡　　間以内に土地の所在する市町村に届けてください。。

≡　・合計すると一定面積以上になる一団の土地を分割して買う

≡　　場合は届出が必要です。分割された一団の土地の一部を取

≡　　得する場合は、届出が不要です。

≡　・利用目的が不適切な場合は勧告され、したがわない場合は、

≡　　公表されることがあります。

≡　【注視区域制度について】

≡ポイント

…　・地価が1年間に社会的経済的事情に照らして相当な程度を

…　超えて上昇し、または上昇するおそれがあり、これによっ

≡　　て適正かつ合理的な土地利用の確保に支障を生ずると認め

≡　　られる区域として指定した区域のことです。

≡・・注視区域内での届出は、契約締結前に届出が必要です。
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　　　淵　難輔購緬総隔㎞

　「中里コンサート協会」・「コールなかさと」主催による第9回デュオ

コンサートが次により開催されます。今回は、清津峡へおしかけて開催

　します。多くの皆さんのおいでをお待ちしています。

　◆日時11月25日㈱午後7時～午後8時15分
　◆会場中里村公民館清津峡地区分館（清津峡小学校）

　◆入場料無料
騨ロ■一■■一ロ■一一一鳴一一一■騨日一一一ロー一一－一一一一■■■一一一一■■一一一ロ■“圏一一一■■一一■一一一－一一一一剛一一一一鱒■■一■

●案内図
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1．國
県道

　
新
し
い
診
療
所
に
移
転
の
た
め
、
次
の
期
日
を
休
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

11

月
2
7
日
㈹
　
11
月
3
0
日
㈲
　
惚
月
1
日
㈹

　
な
お
、
1
2
月
2
日
㈱
か
ら
新
し
い
診
療
所
で
通
常
ど
お
り
の
業
務
を
い
た
し

ま
す
。

　
◆
移
転
先
　
中
里
村
芋
川
　
費
6
3
－
2
1
4
7

圏闘墜彊

若林勤也くん（・歳）⑲
幹央・幸江さん夫妻の2男（上山）

4月に中里村に来て、もうすっ

かりなれた感じの勤也くん。いた

ずらっ子でチョロチョロしている

そうです。外が大好で裸足で外に

出たり、お兄ちゃんの保育所の送

り迎えには2人であちこちで遊ん

でいるんだそうです。雪とふれあ

うことがなかった勤也君は雪の降

るのを楽しみにしているようです。

お父さん、お田さんは「健康で、

みんなに好かれるようになっても

らいたい」と話していました。

平成10年10月の入札結果
工　　　事　　　名 場所 工　事　費 請　負　業　者

村道　干溝市　之越線舗装工事 上　山 14，070，000円 福田道路株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（09工区） 如来寺 51，040，000円 大隆建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（10工区） 如来寺 9，030，000円 高幸建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（16工区） 如来寺 9，660，000円 大村建設株式会社
村道干溝市之越線路線測量設計委託 上　山 6，930，000円 株式会社　十日町測量
災　　害　　復　　旧　　事　　業（田復旧） 通り山 1，029，000円 有限会社吉’楽　　組
災　　害　　復　　旧　　事　　業（水路復旧） 重　地 2，310，000円 株式会社　中　　　　澄
災　　害　　復　　旧　　事　　業（田復旧） 清田山 2，079，000円 有限会社鈴芳建設
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臨躍国鯉

盤 鰯 灘
…
㎜
…
鯉
…
㎜
…

　
　
㌶

蹴｛保坂魏｝芋沢

、薩｛南雲蒔｝堀之内

隣｛神戸鉾｝荒屋

繍｛井之川奮美享｝本屋敷

矧鈴木菱奈準｝原町

嶽

｛羽鳥吏士　　本屋敷
片山　　香　　柏崎市

懲
樋口信治（66）如来寺

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

登月の納税と振替日

口固定資産税

国
国
田
口

　保　　税

民隼金
　育　　料

（1鯛30朗

（錘鯛囎》

《獅月25團）

（1鯛30日）

（眈月25日）

　　　　難病相談会の開催
　十日町保健所では、難病相談会を実施しています。

　手足の震え、ふらつき、転びやすい、歩きにくいなど運動機能に

障害があり、お困りの方は、ぜひご相談下さい。

◆日時11月25日㈱午後2時～午後4時
　　　　　　　　　　　　　（受付は午後1時30分～）

◆会場中里村保健センター
◆内　容

◆医　師

懲費　翻

難運縷鋸

医師による個別相談（予約制）

国立療養所西小華谷病院
　　神経内科匿師　　会　園　泉先生

無料『
『帝環購保健駈・傑健叢欝係・鱈懸驚総鞠懸

織懸灘郷舞醸．難灘鰯㈱饗織雛縷灘懸蝶溝繋、鞭。．

口保

薩止下水道・料

　　　　　介護保険講演会の開催
　介護保険でわたしたちのまちの福祉はどうなるの？

　～ちょっと気になる？いいえ！かなり気になるはなしです～

　平成12年4月から介護保険制度がスタートします。この制度は、私た

ちの暮らしにいったいどんな影響をもたらすのでしょうか？

　十日町地域介護保険共同化検討協議会（十日町市・川西町・津南町・

中里村・松代町・松之山町で構成）では今回、介護保険をみんなで考え

るための講演会を企画しました。新しい制度をよりよい方向に進めるた

めにも、一人でも多い皆さんの参加をお待ちしております。

■日時11月27日囲午後塒～
■会場十日町市民会館大ホール
　■内容
ドロりロ　りロロじロロロロロぴじロじロじヨロ　ロりじりいりロりコロロロロロ　ロ　ロロロロじロの　じ　ロじのじりロロロロ　ロりゆの　　りロロロロロのりロロロロりじロじロじじじロロロのロロロ　ワ　ロロロりロロり　　　　じロロリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピi☆墓調講演　パート1（午後1時15分～）　　　　　　　　　　　　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　『市町村は今、何をしていかなければならないか』　　　　　　　i
ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　　講師　厚生省介護保険制度施行準備室次長　　　　　　　　　i
コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コi　　　　　　　　　　　神　田　裕二　　氏　　　　　　　　i
じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ

i　　介護保険という新しい制度導入を前に、市町村はどう変わらな　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ

i　ければならないのでしょうか。国が求める市町村像とは…　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε
曝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i☆基調講演　パートII（午後2時～）　　　・　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ

i　　『介護保険　行政がやるべきこと、住民がやるべきこと』　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コi　　　講師　地方自治総合研究所政策研究部長　　　　　　　　　　、i
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　　　　　　　　　　　池　田　省　三　　氏　　　　　　　　i
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　

i　　保険者となる市町村も、被保険者となる住民も不安がいっぱい　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
じ

i　の介護保険。行政と住民がいっしょになって作り上げていかなけ　i
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　ればならないこの制度について辛口なアドバイス？　　　　　　i
l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
じ

i☆パネルディスカッション（午後3時～）　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さi　　『介護保険　なんでもQ＆A』　　　　　　　　　　　　　　　　i
じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　・パネラー神田裕二氏／池田省三氏　　　　　　　iじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
コ

i　　・コーディネーター菅野弘子氏（福祉自治体ユニット事務局長）i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ

i　　壇上の3人と参加者との質疑応答コーナー。官民両方からの疑　i
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　問点をわかりやすく説明していただきます。　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lI一。，一曹一。一騨廓。一一一一一・一帰．甲。薗。一一一，一甲・一一一一一一一一一．〇一一一一一・一一一卿一。一一。一。一御一。曹一。一一一一。一。一一。一一一一一一一一。一一一一一一一－一一一一。一一一一顧一一一一り甲り
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11月は、ねずみ駆除月間ノ

　　新潟県では例年11月をねずみ駆除月間と定め、県民

　総ぐるみの活動によってねずみによる伝染病、食中毒

　等衛生上の被害並びに農作物等経済上の被害を総合的

　に防除し、清潔で快適な環境をつくるための運動を展

　開しています。
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第二藤巻医院騨調1

大熊内科医院響冨謝
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
ー
か
月
半

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
つ
く

，
づ
く
時
の
経
つ
の
が
早
い
と
感
じ

ま
す
。

　
さ
て
、
村
の
職
員
が
交
通
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
某
地
方
新
聞
に
指
導
車
の
脇

に
い
る
自
分
た
ち
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
は
人
の
写

真
を
撮
り
掲
載
す
る
の
が
仕
事
な

の
で
す
が
こ
れ
が
逆
と
も
な
る
と

実
に
恥
ず
か
し
い
も
の
で
す
。
い

つ
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
写
真
を
撮

ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
「
皆

さ
ん
も
同
じ
気
持
ち
な
の
か
な
あ

ー
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
今
後
も

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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／11月15日～12月5日＼

カレンダー・

、15（日）

中里卓球大会　合田沢小学校体育館
㊤8：30集合

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ1
一ノレ　　㊤11：00～11：40

16（目）

17㈹
遊ぴの教室　合総合センター
09：30～10：00受付
ユニホッケー教室　合村民体育館
（1）19：30～21：30

18㈱ 聾乗脳縫露難醤：翻1雛

19休）

2歳児健診（歯科）　合保健センター
㊤13：00～13：30受付

甥勢溺勢，㌘㌔躍甥聯
理室　㊤19：30～21：30

i20働
心配ごと相談（山田虎一）合ディサービス／

センター　㊤13：30～16：00
第5回なかさとトキメキ大学　合総合セン／
ター　　㊤19：00～21：00

i21㈹

…22（日）

中里バレーボール大会　倉村民体育館
㊤8：00集合

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ／

一ル　㊤11：00～11：40

女性いきいきセミナー　合総合センター
013：30～16：00

．23（月） 祝目　勤労感謝の日

P24（火）

25㈱
26休）

27働

ポリオ生ワクチン　合保健センター
014：00～14：30受付

心配ごと相談（村山篤稔）　合ディサービスi

センター　013：30～16：00
行政相談　合老人福祉センター
㊤13：30～16：00

…28（ニヒ）

29（日） 中里ユニホッケー大会　合村民体育館

㊤8：30～

30（月）

1（火）

2（掬
3休）

4働 心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス『
センター　㊤13：30～16：00

5（土）
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ギ　　　　　　　ユ　り　　　　　　　ウグイス　　　　1、創意をこらし活力ある村をつくります。
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